
 

  令和８年度 伝統産業技術後継者育成研修 

 

「釉薬実務者コース」募集要項 
 
 
 

地方独立行政法人京都市産業技術研究所では、陶磁器産業の将来を担う人材育成のため、釉

薬に特化した実習を行います。つきましては下記のとおり研修生を募集します。 

※当研修は令和8年度の予算の成立が前提となります。（受講料は予定です） 

 

記 
 

１ 研修概要   講師との対話を通じて、産技研の保有する釉薬データやノウハウも活用 

しながら、個別テーマに関する最適な実験計画を作成します。 

得られた実験結果の解説を通じ、製品化に直結する技術の習得を目指します。 

  月一回の研修であり、以下のような方々に適した研修になっております。 

 
  ・新原料の活用や新規釉薬の開発に取り組みたい方 

・歩留まりや色味など、釉薬課題の解決に取り組みたい方 

・組成や焼成条件の検討など、使用している釉薬の理解を深めたい方 

（※焼成条件によっては対応できない場合もございます） 
 

２ 研修内容  1.実験計画の設定 

講師との対話を通じて、京都市産技研が保有する釉薬データやノウハウを

活用しながら、実験計画を作成します。 

2.釉薬テストピースの作製 
作成した実験計画に基づき、釉薬テストピースを作製します。 

3.得られた実験結果の解説 
講師による実験結果の解説と共に、次回の実験計画の相談を行います。 

最終日には、講師による研修生全体の実験結果の講評もあります。 
 

  講師：横山 直範（よこやま ただのり）先生 
     （京都市産業技術研究所名誉研究フェロー） 

 

３ 研修期間   令和8年4月～令和9年3月（月1回 計12回） 

 木曜日 午後1時～ 午後5時     

 

４ 会 場     地方独立行政法人京都市産業技術研究所 
京都市下京区中堂寺粟田町91番地 京都リサーチパーク9号館南棟 

 

５ 募集定員    8名 
 

６ 受講料等    45,000円（令和7年度受講料実績につき、変更の可能性もあります。） 
 
７ 受験資格   次のいずれかに該当される方 

・京都市の区域内において陶磁器製造を営む中小企業の事業主又はその従業員 

・陶磁器に関する技術的業務について1年以上の経験を有する方 

・大学等において窯業に関する専門的な教育を履修している方あるいは履修し

た方 

・理事長が特に適当と認める方 

 

 

 



８ 申込方法  （地独）京都市産業技術研究所HP申込フォームからお申込みください。 

        URL: https://tc-kyoto.or.jp/r8-tojiki_entry/ 

 

※ウェブからお申込みができない場合は、お問い合わ 

せください 

（TEL：075-326-6100）   

 

 
 
９ 申込締切   令和8年2月16日（月） 
 
１０ 選考方法  作文 

提出期限：令和8年3月4日（水） 

※2月18日（水）に、別途課題内容と提出方法についてメールにて 

お知らせいたします。 

※3月24日（火）までに合否の通知がない場合は、お問い合わせください。 

 

１１ 問合せ先   地方独立行政法人京都市産業技術研究所 陶磁器担当 鈴木、荒川 

〒600-8815 京都市下京区中堂寺粟田町91番地 

TEL：075-326-6100 FAX：075-326-6200 

 

※随時、見学・ご相談を承っております。お気軽にご相談ください。 

 

以上 

 

 

 

申込フォーム 

QRコード 


